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2020年2月以降，新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) は世界中で猛威を振るい，世界全体の感染者数は3,345万
人，死者数は100万人を上回っている．日本国内においても感染者数は8万人を上回っている（2020年9月30日時点）．

日本政府はパンデミックの拡大を抑制するため，2020年4月7日に緊急事態宣言を7都府県に発令し，それを4月16
日に全国に拡大し，地域居住者に外出の自粛を要請した．緊急事態宣言は 2020年 5月 25日までにすべての地域で解

除されたものの，政府や自治体による外出自粛要請は継続されている．このような状況下で，外出自粛要請の施策効

果の定量的な評価に向けて，交通ビッグデータを活用した人口動態のモニタリングが注目されている． 
本研究では，コロナ禍における交通ビッグデータの活用事例を整理し，その活用方法を類型化する．事例分析を踏

まえて，交通ビッグデータの有用性と課題を明らかにし，今後のさらなる社会実装に向けた展望や課題について考察

する． 
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1. はじめに 
 
(1) 背景 

2020年2月以降，新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)
は世界中で猛威を振るい，世界全体の感染者数は3,345万
人，死者数は100万人を上回っている1)．日本国内におい

ても感染者数は8万人を上回っている2)（2020年9月30日時

点）．日本政府はパンデミックの拡大を抑制するため，

2020年4月7日に緊急事態宣言を7都府県に発令し，それを

4月16日に全国に拡大し，地域居住者に外出の自粛を要請

した．緊急事態宣言は2020年5月25日までにすべての地域

で解除されたものの，政府や自治体による外出自粛要請

は継続されている．このような状況下で，外出自粛要請

の施策効果の定量的な評価に向けて，スマートフォンな

どのセンサから取得される人の位置情報のビッグデータ

（以下「交通ビッグデータ」という．）を活用した人口

動態のモニタリングが注目されている． 
 

(2) 目的 

目下のコロナ禍（本稿執筆時点：2020年9月）では，人

口動態の推移に関して多様な主体が多様な交通ビッグデ

ータを活用した分析事例を公表している．特に，コロナ

禍における人口動態の報道では，交通ビッグデータを活

用した分析結果が客観的根拠として採用されている．コ

ロナ禍を機に，交通ビッグデータを活用した分析が広く

周知されたことで“交通ビッグデータ分析が市民権を得

た”といえよう．分析者の立場からみても，従来より交

通ビッグデータへのアクセスが容易になり，交通ビッグ

データの活用の機運がさらに高まっている． 
一方で，多様な主体による多様な交通ビッグデータに

よる分析事例が存在しているため，交通ビッグデータの

使われ方の全体像が明確になっていない．特に，読者や

視聴者など情報の受け手が交通ビッグデータに関する理

解が十分ではない段階では，情報の受け手が個別の事例

の特徴や留意点を認識することは極めて難しい． 
そこで本研究では，交通ビッグデータの活用状況を俯

瞰的に整理し，その理解を深める目的で，コロナ禍にお

ける交通ビッグデータの使われ方を題材とした“分析事

例の事例分析”を実施する．具体的には，新型コロナウ

イルス感染症の流行状況を整理したうえで，可能な限り

網羅的に交通ビッグデータ分析の事例を収集し，分析目

的や分析手法を類型化する． 
さらに，事例分析を踏まえて，交通ビッグデータの有

用性と課題を明らかにし，今後のさらなる社会実装に向

けた展望や課題を考察する． 
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2. 新型コロナウイルス感染症に関する動向 
 
(1) 新型コロナウイルス感染症の流行状況 

日本国内では，2020年 2月以降新型コロナウイルス感

染症が流行した．日本政府は 2020年 4月 7日に緊急事態

宣言を 7都府県に発令し，それを 4月 16日に全国に拡大

し，地域居住者に外出の自粛を要請した．緊急事態宣言

は 2020年 5月 25日までにすべての地域で解除されたも

のの，2020年 7月以降再び感染拡大が顕著になってきて

いる． 
図-1は，2020年 2月以降の全国および東京都の新型コ

ロナウイルス感染症の新規感染者数（単日）の推移であ

る．PCR検査の実施件数が曜日によって変動が大きいた

め，当日も含めた 7日間移動平均を合わせて示している． 
国内の新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は，2

月中旬以降に徐々に増加し，2020年 4月と 8月の 2つの

ピークがあり，8 月のピークのほうが大きい．全国と東

京都の新規感染者数の推移の状況やピークの時期は概ね

合致している． 
なお，新型コロナウイルス感染症が直接的な原因とな

った死亡者数は，2020年 5月末までに 892人，6月以降 9
月 29日までに 678人 2)（2020年 9月 30日時点）となって

おり，4月のピークが含まれる第 1波での死者数が，第 2

波を上回っている． 
新型コロナウイルス感染症の流行の第 1波，第 2波の

期間は公的な資料等では明確には定義されていないため，

ここでは，新型コロナウイルス感染症の流行状況を踏ま

えて，便宜的に下記の 4つのフェイズを設定する． 
a) フェイズⅠ（拡大期） 

全国の新規感染者数の 7日間移動平均が 100人未満で

推移した 2020年 3月 28日（土）までの期間． 
b) フェイズⅡ（第 1波） 

全国の新規感染者数の 7日間移動平均が初めて 100人
を上回った 2020年 3月 29日（日）から，100人以上が継

続した 2020年 5月 10日（日）までの期間．この期間の

全国の新規感染者数（単日）の最大値は 2020年 4月 10
日（金）の 708人である． 
c) フェイズⅢ（小康期） 

全国の新規感染者数の 7日間移動平均が 100人未満に

抑制された 2020年 5月 11日（月）から 2020年 6月 29日
（月）までの期間． 
d) フェイズⅣ（第 2波） 

全国の新規感染者数の 7日間移動平均が再び 100人を

上回った 2020年 6月 30日（火）以降の期間．この期間

の全国の新規感染者数（単日）の最大値は 2020年 8月 7
日（金）の 1,595人である（2020年 9月 30日時点）． 

 

 
資料：厚生労働省オープンデータ

2)
，東京都 新型コロナウイルス感染症対策サイト

3) 
図-1 新型コロナウイルスの新規感染者数の推移（2020年2月1日～2020年9月30日） 
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(2) 新型コロナウイルス感染症に関する行政の対応 

表-1 は，新型コロナウイルス感染症に関する動向と，

主に日本政府および東京都の対応をフェイズごとに整理

したものである．ここでは特に，生活者の外出行動に大

きく影響を及ぼすと想定されるものを優先的に選定して

いる． 
一連の対応の中，日本政府による緊急事態宣言の発令

は影響が大きく，生活者の外出行動だけでなく，経済的

にも極めて大きなインパクト（経済活動の停滞）が想定

されるため，安倍首相（当時）は緊急事態宣言と合わせ

て経済対策も発表した． 
a) フェイズⅠ（拡大期） 

新型コロナウイルス感染症の流行が海外で拡大してい

る中，国内でもその危険性が認知され，行政は「3 つの

密（換気の悪い密閉空間，多数が集まる密集場所，間近

で会話や発声をする密接場面）」回避など，感染拡大を

抑制する具体的な取り組みを示し，呼びかけを実施した． 
小池都知事は 2020年 3月 25日，政府に先駆けて感染

爆発（オーバーシュート）の警鐘を鳴らし，事実上の「緊

急事態宣言」とも言える自粛要請を表明した． 
b) フェイズⅡ（第 1波） 

2020年 4月 7日に，政府が 7都府県（東京都、神奈川

県、埼玉県、千葉県、大阪府、兵庫県、福岡県）に対す

る 5月 6日までの緊急事態宣言を発令した．その後 4月
16日には緊急事態宣言が全国に拡大された． 
c) フェイズⅢ（小康期） 

新規感染者数の増加がいったん小康状態となり，政府

は5月25日までに政府はすべての都道府県における緊急

事態宣言を解除した．その後，東京都は独自の警戒呼び

かけの「東京アラート」を発動したものの，11日間で解

除された．さらに，6月 19日には政府が都道府県をまた

ぐ移動の自粛要請を解除し，感染症対策としての外出抑

制策が一時的に緩和された． 
d) フェイズⅣ（第 2波） 

7月 16日，東京都における新規感染者の増加状況を踏

まえ，政府がGo Toトラベルキャンペーン対象発着地か

ら東京都の除外を決定した．小池都知事は，都民にお盆

期間中の都外への旅行や帰省の自粛を要請した． 
 

表-1 新型コロナウイルス感染症に関する動向と行政の対応（※日付はすべて2020年） 

フェイズ 日付 新型コロナウイルス感染症に関する動向と行政の対応 

Ⅰ 

拡大期 

2月3日 ・ダイヤモンドプリンセス号が横浜港沖に停泊 
2月13日 ・新型コロナウイルスによる国内初の死者が発生 
2月16日 ・厚生労働省が「テレワーク促進」「時差出勤」「不要不急な集まりをなるべく減らす」の呼びかけ 
2月27日 ・安倍首相（当時）が全国の小中学校に臨時休業要請 
3月5日 ・安倍首相（当時）が中国・韓国からの入国制限を発表 
3月13日 ・新型コロナウイルス特別措置法成立 
3月17日 ・総理大臣官邸公式Twitterで「3つの密」回避の呼びかけ 
3月24日 ・東京2020組織委員会と IOCが東京2020オリンピック・パラリンピック協議大会の延期を発表 
3月25日 ・小池都知事が感染爆発重大局面宣言 

Ⅱ 

第 1波 

4月7日 
・政府が 7都府県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、大阪府、兵庫県、福岡県）に対する 5 月 6日

までの緊急事態宣言を発令 
・安倍首相（当時）が特別定額給付金（国民1人あたり一律10万円の給付）の考えを表明 

4月10日 ・小池都知事が施設等の営業休止など要請 
4月16日 ・全都道府県への緊急事態宣言を発令 
4月23日 ・小池都知事が「いのちを守るSTAY HOME週間」として大型連休期間の外出自粛を要請 
5月4日 ・安倍首相（当時）が緊急事態宣言の5月31日までの延長を発表 

Ⅲ 

小康期 

5月14日 ・政府が39県の緊急事態宣言を解除 
5月21日 ・政府が3府県（大阪府、京都府、兵庫県）の緊急事態宣言を解除 
5月25日 ・政府が残る5都道県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、北海道）の緊急事態宣言を解除 
6月2日 ・東京都が「東京アラート」を発令 
6月11日 ・東京都が「東京アラート」を解除 
6月19日 ・政府が首都圏・北海道の都道府県をまたぐ移動の自粛要請を解除 

Ⅳ 

第 2波 

7月16日 ・政府がGo Toトラベルキャンペーン対象発着地から東京都の除外を決定 
7月22日 ・政府がGo Toトラベルキャンペーンを開始 
8月6日 ・小池都知事が都民にお盆期間の都外への旅行や帰省の自粛を要請 
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3. コロナ禍における交通ビッグデータの活用事例 
 
(1) 調査方法・分析方法 

交通ビッグデータによる分析事例の事例分析にあたり，

まず，インターネット調査による事例収集を実施する． 
本研究では，交通ビッグデータの条件として，人と一

緒に移動するセンサのプローブデータ（GPS位置情報，

携帯基地局運用データ，Wi-Fiデータなど）とし，鉄道輸

送人員，空港利用者数・駅乗降者数，高速道路の混雑状

況，POSデータといった定点観測による実測データなど

は事例収集の対象外とする． 
インターネット調査の実施概要を表-2に示す．ここで

は，交通ビッグデータによる分析結果を客観的な根拠と

して使用していると推察される記事であっても，データ

の種類が明確でないものは含めない．また，客観性を考

慮して，個人が公開しているブログやTwitterの記事は対

象外とする． 
分析方法は，収集事例を時系列に整理し，記事の対象

とする出来事（テーマ），使用されている交通ビッグデ

ータの種類，交通ビッグデータを使用した分析内容を分

類・整理する． 
 

(2) 調査結果 

a) 新型コロナウイルス感染症対策ウェブサイト 

内閣官房の新型コロナウイルス感染症対策ウェブサイ

ト 4)では，複数の交通ビッグデータによるモニタリング

情報が集約されているため，個別事例の記事とは区別し

て，ここで特筆する． 
本サイトでは，各種データがダッシュボードとして掲

載されており，その中で，交通ビッグデータを活用した

「人流の減少率」が示されている．ここでは，株式会社

Agoop，ヤフー株式会社，株式会社 NTT ドコモ，KDDI
株式会社，LocationMind株式会社，株式会社ゼンリンデー

タコムの各社から情報提供を受け，緊急事態宣言発令時

と比較した各地点の滞留人口の変化等が，高い頻度で更

新されている． 
このような政府による交通ビッグデータの情報提供

（一元化されたダッシュボードの掲載）は，これまでに

はない画期的な取り組みと考える．一方，各社の交通ビ

ッグデータによるモニタリング情報が集約されているも

のの，情報提供内容に着目すると，分析対象エリアなど

が“棲み分け”されており，複数データによる平仄を整

えた比較ができない．たとえば，多面的な情報により減

少の理解を深めたいといった，受け手側のニーズに対応

しきれていない点は，情報提供上の課題といえよう． 
b) インターネット記事 

インターネット調査で合計60件の記事をピックアップ

した．事例の収集結果を表-3，表-4に示す． 

表-2 インターネット調査の実施概要 
項目 内容 

調査概要 
新型コロナウイルス感染症に関連した人口動

態を分析した記事をインターネットで調査（イ

ンターネットで入手可能な記事を収集） 
対象エリア 首都圏を基本とする 

収集対象 
・ニュース記事 
・公的な情報共有サイトの記事 
・データ提供者によるレポートや事例紹介 

調査方法 
・キーワード検索 
・ニュースサイトの検索 
・記者の記事検索 など 

 

 
図-2 内閣官房「人流の減少率」ダッシュボード 

 
表-6 事例の多い記事のテーマ（日付はすべて2020年） 
対象とする出来事 主な記事の内容 

緊急事態宣言発令 
（4月7日） 

・人出の減少度合い（外出自

粛の実施状況） 
STAY HOME週間 

（4月25日～5月6日） 
・人出の減少度合い 
・GW中の人出が多いエリア 

39県の緊急事態宣言解除 
（5月14日） 

・緊急事態宣言未解除の地域

の人出の状況 
全国の緊急事態宣言解除 

（5月25日） 
・緊急事態宣言解除後の人出

の状況 

 
(3) 収集事例のテーマ整理 

収集事例の分析結果を表-5 に示す．これは，表-3，表

-4 の各事例の No.に対応しており，それぞれの記事の内

容を確認して，星取表形式で整理したものである．表中

の「対象とする出来事」に着目すると，2020年 4月 7日
の緊急事態宣言発令に関する記事が最も多い．他には，

「いのちを守る STAY HOME週間」や緊急事態宣言解除

など，行政の施策動向に応じて生活者の行動がどの程度

変化したのかを検証する施策効果計測やモニタリングの

内容が多い．多くの記事で取り上げられた出来事と主な

記事の内容を表-6に示す．  
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表-3 交通ビッグデータ分析に依拠する記事の例：フェイズⅠ～フェイズⅡ（日付はすべて2020年） 
フェイズ No. 日付 記事タイトル メディア／発信者 

Ⅰ 

拡大期 

1 2月28日 【特報】新型コロナで都外から流入「5割減」 スマホ人口動態調査
5) 日経クロストレンド 

2 3月6日 
新型コロナウイルスの影響で繁華街・観光地の訪問者数減、都心で週末に 2
割減

6) MarkeZine 

3 3月10日 新型コロナウイルスの影響による全国の繁華街・観光地の訪問者数減
7) 

Itmedia マーケティン

グ 

Ⅱ 

第 1波 

4 3月31日 
新型コロナで外出自粛、週末の渋谷・新宿の人出はどうなった？ スマホで

見えた人の動きをヤフーとAgoopが紹介
8) 

ケータイ Watch 

5 3月31日 
「外出自粛」で渋谷の人出はどれだけ減ったか、データが示す新型コロナ対

策の効果
9) 

日経クロステック 

6 4月1日 お花見シーズンの上野公園、若者は行動を自粛していた
10) Rei Frontier Tech Blog 

7 4月7日 
東京駅のピークタイム、出勤者数は減少したが出勤時間の時差効果は見られ

ず。帰宅時間は分散傾向
11) Rei Frontier Tech Blog 

8 4月9日 緊急事態宣言で人の動き少なく、NTTドコモ調べ
12) 日本経済新聞 

9 4月9日 渋谷センター街、週末の若者 5割減 NTTドコモのモバイル空間統計
13) 日経クロストレンド 

10 4月10日 
NTTドコモ「モバイル空間統計」で7都府県の人口変動分析データを公開 渋
谷で27%減、横浜 40%減、大阪・梅田35%減、あなたの街は

14) 
ロボスタ 

11 4月14日 宣言1週間、接触8割減の目標届かず 政府に危機感
15) 朝日放送デジタル 

12 4月16日 【COVID-19 REPORT】新型コロナウイルスによる都市の人流分析
16) ブログウォッチャー 

13 4月18日 オフィス街の人出、5～6割減 政府の目標に届かず
17) 朝日放送デジタル 

14 4月16日 
新型コロナは大型連休(GW)の観光業に大打撃！それでも自粛が求められる

理由とは？
18) Rei Frontier Tech Blog 

15 4月20日 外出自粛による歩数の減少
19) Rei Frontier Tech Blog 

16 4月22日 
都市部の人出は 6～7割減に留まる――新型コロナ「緊急事態宣言」から2週
間

20) 
ケータイ Watch 

17 4月22日 
流動人口ビッグデータによる地域住民の自粛率の見える化 - 感染者数と自粛

の関係 -21) 
キヤノングローバル

戦略研究所 

18 4月24日 機械学習で推定。自粛で訪問場所や滞在時間はどう変容したか
22) Rei Frontier Tech Blog 

19 4月26日 人出8割減は一部 丸の内、梅田など 各地でばらつき、2割減の街も
23) 毎日新聞 

20 5月1日 「通勤続く限り、8割減無理」 専門家会議がデータ公開
24) 25) 朝日放送デジタル 

21 5月1日 人出減らす難しさ露呈 観光地の人出 一部で増加も 新型コロナ
26) NHKニュース 

22 5月6日 ５日の観光地人出 多くで 70％超減少 減少率低い地域も
27) NHKニュース 

23 5月8日 人混みを回避！5連休前に移動者数増加
28) Rei Frontier Tech Blog 

24 5月8日 連休中の人出 横浜駅周辺８割減 鵠沼海岸、城ケ島は
29) カナロコ 

25 5月9日 
大阪駅の昼間人口や浅草駅の夜間人口が大幅減、公衆無線LANアクセス情報

で判明
30) 

BCN＋R 

26 5月10日 駅西口９・５％減「ステイホーム週間」
31) 高崎新聞 
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表-4 交通ビッグデータ分析に依拠する記事の例：フェイズⅢ～フェイズⅣ（日付はすべて2020年） 
フェイズ No. 日付 記事タイトル メディア／発信者 

Ⅲ 

小康期 

27 5月12日 特設サイト 新型コロナウイルス 街の人出は減っているのか？
32) NHKニュース 

28 5月12日 大型連休後の「自粛率」全国的に低下 新型コロナ
33) NHKニュース 

29 5月13日 サーフィンの人気ポイント、GWに来訪者数増加
34) Rei Frontier Tech Blog 

30 5月14日 
新型コロナウイルス人流分析レポート 1：都道府県に着目した GWにおける

全国移動の把握
35) 

三菱総合研究所 

31 5月15日 緊急事態宣言解除の日 人出増えた地域も多く 新型コロナ
36) NHKニュース 

32 5月15日 大型連休明けのオフィス街人波、最大約 36％増
37) Rei Frontier Tech Blog 

33 5月17日 
緊急事態解除されていない東京や大阪、夜の人出増加…銀座２３％・心斎橋

２０％
38) 

読売新聞オンライン 

34 5月18日 ホームセンターに人流の減少みられず 39) Rei Frontier Tech Blog 

35 5月18日 ＜新型コロナ＞列島 ⼈出じわり増加 緊急事態解除後、初の⽇曜
40) 東京新聞 

36 5月21日 
新型コロナウイルス人流分析レポート2：4月後半の平日の移動は対前年比で

自動車は 1～2割減、鉄道はほぼ半減
41) 

三菱総合研究所 

37 5月22日 神奈川県、外出先滞在時間に大きな減少見られず
42) Rei Frontier Tech Blog 

38 5月25日 首都圏の人出、早くも解除ムード ヤフー調べ
43) 日本経済新聞 

39 5月27日 首都圏1都 3県と北海道 宣言解除後も人出の増加は限定的 コロナ
44) NHKニュース 

40 5月27日 解除初日の都内繁華街、渋谷 24%増・歌舞伎町17%増
45) 日本経済新聞 

41 5月28日 
5月、住宅街の人出が増加---レイ・フロンティアが緊急事態宣言の前後で調査
46) 

レスポンス 

42 5月31日 宣言解除後の初の週末 30日の人出 前週と比べ増加 東京 コロナ
47) NHKニュース 

43 5月31日 新宿の人出、6割超増加 宣言解除後の週末、前週と比べ
48) 朝日放送デジタル 

44 6月1日 都内人出、緊急事態宣言前の水準に ヤフー調べ
49) 日本経済新聞 

45 6月2日 東京から他県への移動 土日増加 観光やレジャーが戻り始めか
50) NHKニュース 

46 6月7日 新型コロナ 6日の東京都心の人出 6割～8割程度に戻る
51) NHKニュース 

47 6月12日 シニアの方が出社率高い？ 「人流」からオフィス不要論を考える
52) 日経クロストレンド 

48 6月20日 19日の人出 移動の自粛緩和で羽田空港など増加 新型コロナ
53) NHKニュース 

49 6月22日 
【速報】県をまたぐ移動制限解除 どれくらいの人が県外へ移動したのか? 
NTTドコモ「モバイル空間統計」で県間移動人口を公開

54) 
ロボスタ 

50 6月22日 江の島の人出 コロナ前の昨年６月を超えた 県境移動解除、初の週末
55) 東京新聞 

51 6月29日 
新型コロナウイルス人流分析レポート3：6月前半の平日の鉄道移動は緊急事

態宣言発令前までは戻らず
56) 

三菱総合研究所 

Ⅳ 

第 2波 

52 7月21日 土日の東京都内への移動 全道府県で減少 ビッグデータ分析
57) NHKニュース 

53 7月27日 4連休 都内からの移動は大型連休の1.5倍 他府県より増加は低く
58) NHKニュース 

54 7月27日 4連休最終日の人出 都心で減少 空港では増加
59) NHKニュース 

55 8月9日 お盆初⽇、⼈出は⼤幅減 帰省や旅⾏控える動き
60) 産経新聞 

56 8月11日 
新型コロナウイルス人流分析レポート4：7月4連休 全国の鉄道による長距

離移動は前年連休比36％、東京発着の移動は抑制
61) 

三菱総合研究所 

57 8月17日 お盆 “都道府県またいだ移動” 去年の6割に ビッグデータ分析
62) NHKニュース 

58 8月20日 
WEB特集 “異例の夏” ビッグデータから見えた深刻な実態 _ 新型コロナウイ

ルス
63) 

NHKニュース 

59 8月28日 人流密度と新規感染者数推移の相関性解析
64) Agoop 

60 8月31日 夏の観光エリア人流分析～13時台における流入エリア別変化～
65) Agoop 
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表-5 収集事例の記事内容の整理（※日付はすべて2020年） 

 
 

2
月

1
6
日

：
厚

生
労

働
省

の
テ

レ
ワ

ー
ク

等
の

呼
び

か
け

3
月

2
5
日

：
感

染
爆

発
重

大
局

面
宣

言

4
月

7
日

：
緊

急
事

態
宣

言
発

令

4
月

2
5
日

～
5
月

6
日

：
S
T
A

Y
 H

O
M

E
週

間

5
月

1
4
日

：
3
9
県

の
緊

急
事

態
宣

言
解

除

5
月

2
5
日

：
全

国
の

緊
急

事
態

宣
言

解
除

6
月

1
9
日

：
都

道
府

県
を

ま
た

ぐ
移

動
の

自
粛

要
請

解
除

7
月

1
6
日

：
G

o
 T

o
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
東

京
都

除
外

決
定

7
月

2
2
日

：
G

o
 T

o
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
開

始

8
月

1
3
日

～
8
月

1
6
日

：
都

外
へ

の
移

動
の

自
粛

要
請

そ
の

他

株
式

会
社

A
go

o
p「

流
動

人
口

デ
ー

タ
」

ク
ロ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ
ン

ズ
株

式
会

社
「
L
o
c
at

io
n
 A

I 
P
la

tf
o
rm

™
」

ヤ
フ

ー
株

式
会

社
「
D

S
.IN

S
IG

H
T
」

株
式

会
社

u
n
e
rr

y「
B

e
ac

o
n
 B

an
k®

」

レ
イ

・
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
株

式
会

社
「
S
ile

n
tL

o
g 

A
n
al

yt
ic

s」

株
式

会
社

N
T
T
ド

コ
モ

「
モ

バ
イ

ル
空

間
統

計
」

株
式

会
社

ブ
ロ

グ
ウ

ォ
ッ

チ
ャ

ー
「
位

置
情

報
デ

ー
タ

」

K
D

D
I株

式
会

社
「
K
D

D
I 
L
o
c
at

io
n
 A

n
al

yz
e
r」

国
際

航
業

株
式

会
社

「
W

i-
F
i人

口
統

計
デ

ー
タ

」

L
o
c
at

io
n
M

in
d株

式
会

社
「
L
o
c
at

io
n
M

in
d 

xP
o
p」

株
式

会
社

ゼ
ン

リ
ン

デ
ー

タ
コ

ム
「
混

雑
統

計
®

」

滞
留

人
口

の
変

化

流
動

量
の

変
化

滞
在

時
間

／
外

出
時

間
の

変
化

出
勤

者
割

合
の

変
化

在
宅

者
数

の
変

化

鉄
道

移
動

距
離

の
変

化

歩
数

の
変

化

昼
夜

間
人

口
比

率
の

変
化

訪
問

箇
所

数
の

変
化

接
触

頻
度

の
変

化

1 2月28日 ○ ○ ○

2 3月6日 ○ ○ ○
3 3月10日 ○ ○ ○

4 3月31日 ○ ○ ○ ○ ○

5 3月31日 ○ ○ ○ ○
6 4月1日 ○ ○ ○ ○
7 4月7日 ○ ○ ○
8 4月9日 ○ ○ ○
9 4月9日 ○ ○ ○
10 4月10日 ○ ○ ○
11 4月14日 ○ ○ ○
12 4月16日 ○ ○ ○ ○ ○
13 4月18日 ○ ○ ○
14 4月16日 ○ ○ ○
15 4月20日 ○ ○ ○ ○
16 4月22日 ○ ○ ○
17 4月22日 ○ ○ ○
18 4月24日 ○ ○ ○ ○
19 4月26日 ○ ○ ○
20 5月1日 ○ ○ ○
21 5月1日 ○ ○ ○
22 5月6日 ○ ○ ○
23 5月8日 ○ ○ ○ ○
24 5月8日 ○ ○ ○
25 5月9日 ○ ○ ○ ○
26 5月10日 ○ ○ ○

27 5月12日 ○ ○ ○

28 5月12日 ○ ○ ○
29 5月13日 ○ ○ ○
30 5月14日 ○ ○ ○
31 5月15日 ○ ○ ○
32 5月15日 ○ ○ ○
33 5月17日 ○ ○ ○ ○
34 5月18日 ○ ○ ○
35 5月18日 ○ ○ ○
36 5月21日 ○ ○ ○ ○
37 5月22日 ○ ○ ○ ○
38 5月25日 ○ ○ ○
39 5月27日 ○ ○ ○
40 5月27日 ○ ○ ○
41 5月28日 ○ ○ ○
42 5月31日 ○ ○ ○
43 5月31日 ○ ○ ○
44 6月1日 ○ ○ ○
45 6月2日 ○ ○ ○
46 6月7日 ○ ○ ○
47 6月12日 ○ ○ ○ ○
48 6月20日 ○ ○ ○
49 6月22日 ○ ○ ○
50 6月22日 ○ ○ ○
51 6月29日 ○ ○ ○

52 7月21日 ○ ○ ○

53 7月27日 ○ ○ ○
54 7月27日 ○ ○ ○
55 8月9日 ○ ○ ○
56 8月11日 ○ ○ ○
57 8月17日 ○ ○ ○
58 8月20日 ○ ○ ○ ○
59 8月28日 ○ ○ ○
60 8月31日 ○ ○ ○

分析内容

Ⅲ
小康期

Ⅳ
第2波

対象とする出来事 活用された交通ビッグデータ

Ⅰ
拡大期

Ⅱ
第1波

フェイズ No. 日付
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対象とする出来事と記事掲載の日付に着目すると，た

とえば，2020年 4月 7日の緊急事態宣言発令に関する記

事が 2日後の 4月 9日に，5月 14日の 39県の緊急事態宣

言解除に関する記事が翌日の5月15日に掲載されるなど，

報道ならではの時宜に応じた“ホットな”情報が提供さ

れている．コロナ禍を機に，交通ビッグデータの活用場

面における情報提供の「即時性」が高まったといえる．

これは，政府からの要請もあり，データ提供主体が即時

のデータ提供に向けて積極的に取り組んだ結果である． 
 
(4) 活用された交通ビッグデータ 

インターネット記事の客観的根拠として活用された交

通ビッグデータに着目する．株式会社NTTドコモの「モ

バイル空間統計」を活用した事例が最も多く，特にフェ

イズⅢ以降は，NHKニュースがモバイル空間統計による

分析結果を多く取り上げている． 
活用された交通ビッグデータを位置特定の主要な方法

と合わせて表-7 にまとめる．位置特定の主要な方法は，

①携帯電話基地局の運用データ，②スマートフォンの特

定アプリのGPS位置情報，③スマートフォンのビーコン

情報，④Wi-Fiアクセスポイントの利用ログに大別される．

①携帯電話基地局の運用データは，サンプル数が多いた

め，統計値の信頼性が高い．②スマートフォンの特定ア

プリのGPS位置情報は，ピンポイントでの位置特定が可

能である．③は Bluetooth，④は Wi-Fiを利用することで，

GPS位置情報が取得しづらい地下や屋内における位置情

報の取得が可能である． 
 

(5) 交通ビッグデータの分析内容 

収集事例における交通ビッグデータの分析方法に着目

する．表-5の分析内容をみると，すべてが時点比較の分

析（変化の把握）である． 
コロナ禍の主要な記事は，外出自粛の実施状況の把握

の観点からの人出の減少度合いや，緊急事態宣言の中で

も人出が多いエリアについての内容であるため「滞留人

口の変化」が基本的な分析内容となる．本分析内容はモ

バイル空間統計を活用した事例が最も多い．滞留人口の

変化に次いで多い分析内容は「流動量の変化」であり，

都道府県をまたぐ移動の自粛やテレワークの実施の影響

を把握するために滞在箇所と居住地から類推する広義の

流動量として示されている．その他の分析内容は，フェ

イズⅡで様々な事例がみられたものの，フェイズⅢ以降

は少ない． 
図-3から図-8は，各分析内容の事例である．図-3は最

初の事例で，2020年 2月 16日の厚生労働省のテレワーク

の呼びかけに対するオフィス街での滞留人口・都外から

の流動量の変化をみた事例である．図-4は上野公園の花

見客の滞在時間の合計時間を 1年前と比較した事例であ

る．図-5は東京都内への出勤と考えられる流動の減少度

合いをみた事例である．図-6は東京都内のメッシュごと

の昼夜人口比率の散布図（コロナ禍以前との比較対象）

である．図-7はコロナ禍前後の東京都内におけるサンプ

ルの訪問箇所数の変化をみた事例である．図-8は人と人

との接触頻度 25)の変化を可視化した事例である． 
 

表-7 活用された交通ビッグデータ 
データ提供主体・データ 位置特定の主要な方法 

株式会社NTTドコモ 
「モバイル空間統計」66） 携帯電話基地局の運用データ 

株式会社Agoop 
「流動人口データ」67） 

スマートフォンの特定アプリの

GPS位置情報 

KDDI株式会社 
「KDDI Location Analyzer」68） 

ヤフー株式会社 
「DS.INSIGHT」69） 

LocationMind株式会社 
「LocationMind xPop」70） 

株式会社ゼンリンデータコム 
「混雑統計®」71） 

レイ・フロンティア株式会社 
「SilentLog Analytics」72） 

株式会社ブログウォッチャー 
「位置情報データ」73） 

株式会社unerry 
「Beacon Bank®」74） GPS位置情報，ビーコン情報など

の複合データ クロスロケーションズ株式会社

「Location AI Platform™」75） 

国際航業株式会社 
「Wi-Fi人口統計データ」76） 

フリーWi-Fiアクセスポイントの利

用ログ 

 

 

 
データ：株式会社Agoop「流動人口データ」 

図-3 滞留人口・流動量の変化の分析事例（2020年2月28日，新

型コロナで都外から流入「5割減」スマホ人口動態調査）  
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データ：レイ・フロンティア株式会社「SilentLog Analytics」 

図-4 滞在時間の変化の分析事例（2020年4月1日，お花見シー

ズンの上野公園、若者は行動を自粛していた） 
 

 
データ：株式会社ブログウォッチャー「位置情報データ」 

図-5 出勤者割合・在宅者数の変化の分析事例（2020年4月16日，

新型コロナウイルスによる都市の人流分析） 
 

 
データ：株式会社NTTドコモ「モバイル空間統計」 

図-6 昼夜間人口比率の変化の分析事例（2020年4月 22日，流

動人口ビッグデータによる地域住民の自粛率の見える化）

 
データ：レイ・フロンティア株式会社「SilentLog Analytics」 

図-7 訪問箇所数の変化の分析事例（2020年4月24日，機械学習

で推定。自粛で訪問場所や滞在時間はどう変容したか） 
 

 
データ：株式会社NTTドコモ「モバイル空間統計」 

※接触頻度の定義も別途公開されている 
図-8 接触頻度の変化の分析事例（2020年5月 1日，「通勤続

く限り、8割減無理」 専門家会議がデータ公開） 

  

第 62 回土木計画学研究発表会・講演集

 9



 

4. 交通ビッグデータの使われ方の考察 
 
(1) コロナ禍における交通ビッグデータの使われ方 

コロナ禍における交通ビッグデータの使われ方に着目

して，前章の分析結果を考察する． 
収集事例で用いられている分析指標を，トリップの概

念の有無，空間的な広がりの大小により表-8のように類

型化した．トリップは，ひとつの目的による出発地から

到着地までの一連の移動であり，交通工学では移動の基

本単位として用いられる．トリップを定義するためには，

移動の出発地および到着地（移動と滞留が切り替わる箇

所）を把握する必要がある． 
トリップの概念がない指標は，定義したエリアに存在

する人数を統計化した「滞留人口」が基本となる．滞在

箇所と居住地から類推する「流動量」や，滞留人口の昼

夜の割合である「昼夜間人口比率」は，居住地や時間帯

など滞留人口に追加の情報を加味することで把握できる． 
トリップの概念がある指標は，位置情報からサンプル

の移動と滞留を判別したうえで，移動と滞留が切り替わ

る時間や箇所に着目する「滞在時間／外出時間」「訪問

箇所数」，移動経路や速度を考慮した「鉄道移動距離」

「歩数」などの比較的高度な分析がみられる．同じテー

マの記事であっても，トリップの概念がある指標は分析

に時間を要することが推察され，トリップの概念がない

指標と比較して，記事掲載のタイミングが即時性が低い

傾向にある． 
新型コロナウイルス感染症に関連する公表資料は，行

政の施策（たとえば，人と人との接触機会「最低７割，

極力８割削減」など）による外出自粛の状況をいち早く

分析する必要があったため，外出行動の減少度合いを直

接的に表現する滞留人口が分析指標の主軸となっている． 
また同様に，都道府県をまたぐ移動の抑制の観点から

外出自粛の状況を評価する際には，移動経路を問わず当

該箇所の滞留者が，他の都道府県の居住者であることを

して都道府県をまたぐ移動を把握する手法が広く採用さ

れた．ここでは，必ずしもトリップの概念は重要ではな

く，比較的高度なデータ処理を伴わない，即時性の高い

分析指標が優先された． 
 

表-8 分析指標の類型化 
空間の広がり トリップの概念なし トリップの概念あり 

広域レベル 

・流動量（※一部の事

例ではトリップの概

念あり） 
・在宅者数 

・滞在時間／外出時間 
・出勤者割合 
・鉄道移動距離 
・歩数 
・訪問箇所数 

地点レベル 
・滞留人口 
・昼夜間人口比率 
・接触頻度 

― 

フェイズⅡの緊急事態宣言発令（2020年 4月 7日）以

降，多様な分析手法がみられたものの，フェイズⅢ以降

ではほぼすべての事例が滞留人口または流動量を指標と

したものとなっている．これは，上記の背景があったう

えで，時間が経つにつれ「定常的なモニタリング」の意

味合いが強くなってきたと解釈できる． 
 
(2) 交通ビッグデータの有用性 

コロナ禍における交通ビッグデータ活用事例の事例分

析を通して認識できた交通ビッグデータの有用性として，

即時性，時間的網羅性（遡及可能性），空間的網羅性が

挙げられる． 
a) 即時性 

交通ビッグデータのデータ提供主体は，時宜に応じた

情報提供を目指して，交通ビッグデータの分析結果がリ

アルタイムあるいはリアルタイムに近い状態で提供でき

るように取り組んできているたとえば77) 78) 79)．その結果，収

集事例のテーマ整理でみたように，事象が生起してから

短いリードタイムで交通ビッグデータを活用した分析，

その後の公表・報道につながっている．  
b) 時間的網羅性（遡及可能性） 

交通ビッグデータは基本的に24時間365日蓄積される

ものであるため，過去の任意の時期との比較分析が可能

である．目下のコロナ禍のように時々刻々と状況が変化

する分析対象であればあるほど，分析目的に応じて，評

価に適した比較対象日時を自由度高く選択できることが

重要となる． 
c) 空間的網羅性 

交通ビッグデータの種類により，データ取得の地域的

な偏りやサンプルの属性的な偏りが一定程度存在するこ

とが想定されるものの，全国一律の仕組みでデータを収

集しているため，地域間比較が可能であるだけでなく，

必ずしも事前には想定されなかった特徴的な人口動態を

示す箇所を，交通ビッグデータの分析によって「発見」

することも可能となる． 
 
(3) 交通ビッグデータの課題 

一方，交通ビッグデータの課題として，分析結果の妥

当性，分析内容と分析時間のトレードオフが挙げられる． 
a) 分析結果の妥当性 

交通ビッグデータによる調査は，スマートフォンの普

及状況やデータ取得の仕組みなどに依存し，悉皆調査に

はなり得ず，あくまでもサンプル調査である．このため，

交通ビッグデータにもとづく統計値は，サンプルの属性

等を考慮して算出された「推定値」である．なお，一般

的にサンプル数が多くなると，データの偏りが小さくな

り，統計的な精度が高くなる． 
いずれの交通ビッグデータでも，実態と完全に合致す
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る真の値を示すものではない．異なる種類の交通ビッグ

データでは，サンプルの量や代表性などの違いから，同

様の分析を実施しても，結果が完全には合致しない．こ

のようなことを十分に理解したうえで，データ提供主体

は扱っている交通ビッグデータは何なのかを可能な限り

開示（ブラックボックスを極力なくす）し，分析者はデ

ータの精度に見合った分析（たとえば，実数を示すので

はなく，比率で表現するなど）を実施し，情報の発信者

は受け手に対して解釈の方法を明確に伝えていく必要が

あると考える． 
b) 分析内容と分析時間のトレードオフ 

交通ビッグデータの多くは，携帯電話の通信や情報サ

ービスの提供など交通流動把握以外の（本来の）目的に

よって収集・蓄積されるビッグデータを処理して生成し

ているという性質上，利用目的に完全に合致した調査に

はなり得ない．このようなことから，交通ビッグデータ

を用いた高度な分析を実施しようとすると，処理に時間

がかかる傾向があり，交通ビッグデータでは分析精度と

即時性のトレードオフの関係が顕著になる． 
今回のコロナ禍のように，感染拡大の状況やそれに対

する行政の施策が劇的に変化する場合には，特に報道の

性格もあり，即時性が担保できる分析が優先された．ダ

ッシュボード化などで即時的な分析に貢献する仕組みは

データ提供主体の尽力で一定程度整備されてきたものの，

今後は現象に関するより深い洞察が得られる比較的高度

な分析のリアルタイム性の向上も必要と考える． 
 
(4) 交通ビッグデータの社会実装に向けて 

都市交通分野では，まちづくりや都市交通計画の観点

の計画情報が獲得できるという交通ビッグデータの有用

性が既に確認されている．コロナ禍では，感染症対策の

施策に対応した人口動態の把握で広く活用された．交通

ビッグデータは，今後も広く活用されていくことが自明

と考える． 
上述の交通ビッグデータの課題への対応を念頭に置く

ことで，さらなる交通ビッグデータの流通，社会実装に

つながると考える．分析結果の妥当性に関しては，交通

ビッグデータの分析結果の“解釈の作法”を一般的にし

ていくことが重要と考える．分析内容と分析時間のトレ

ードオフに関しては，トリップに関する分析などの比較

的高度な分析を，できる限り鮮度を高く保つ技術開発と

定型的な分析の流れの確立が期待される．このことによ

り，都市交通分野や感染症対策のモニタリング以外の用

途への活用範囲の拡大が期待できる．たとえば，トリッ

プの概念を取り入れた地域特性の類型化，地域交通の全

体像把握，これらを基礎情報とした施策（災害やイベン

トなど有事の対策を含む）の意思決定支援などにも展開

できると考える． 

5. おわりに 

 
本研究では，コロナ禍における交通ビッグデータの使

われ方を題材とした“分析事例の事例分析”を実施した．

新型コロナウイルス感染症の流行状況を整理したうえで，

交通ビッグデータ分析の事例を収集し，分析目的や分析

手法を類型化した．事例分析を踏まえて，交通ビッグデ

ータの有用性と課題を明らかにし，今後のさらなる社会

実装に向けた展望や課題を考察した． 
交通ビッグデータの活用は，行政の施策展開の基礎情

報など，公益に資するものである．今回のコロナ禍にお

いて交通ビッグデータが広く認知されたことは，望まし

いことと考える．分析者として交通ビッグデータの技術

開発を進め，交通ビッグデータのさらなる利用価値向上

（“モニタリングから意思決定支援に！”）に貢献でき

るように，ひきつづき研究を推進していきたい． 
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智明氏には，考察を深めるための助言を賜った．法政大

学の今井龍一教授，矢野有希子氏には，収集事例に関す
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